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平成 26 年

【高畠町ホームページ】http ://www.town.takahata .yamagata . jp
【高畠町 Faceboo k】https://www.facebook.com/town.takahata

□９月９日は救急の日です
□総合防災訓練・消防団分団演習が開催されます
□平成 27 年４月から子ども・子育て支援新制度が始まります
□第２次高畠町男女共同参画計画策定委員が委嘱されました

Topic

勇壮に華麗に妖艶に
高畠の夏を彩る青竹ちょうちんまつり

Public relations of Takahata-town,Yamagata in Japan

人口と世帯数

８月１日現在

人口 24,656 人

男 11,961 人

女 12,695 人

世帯数 7,522 世帯

®
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８
月
15
日
㈮
・
16
日
㈯
、
た
か
は
た

夏
祭
り
「
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
」

が
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
御
仮
屋
の
ま
つ
り
」
と
も
い
わ
れ

る
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
は
、
古
い

伝
統
を
持
つ
由
緒
あ
る
行
事
で
す
。

古
説
に
よ
る
と
、
そ
の
昔
、
安
久
津

八
幡
の
神
輿
が
８
月
15
日
に
高
畠
厳
島

神
社
を
遷
座
「
御
仮
屋
」
と
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
に
道
筋
の
家
々
で
は
、
近

く
を
流
れ
る
屋
代
川
の
川
辺
に
茂
る
青

竹
を
採
り
、
そ
れ
ぞ
れ
紅
ち
ょ
う
ち
ん

を
掲
げ
て
お
神
輿
の
送
迎
を
し
た
こ
と

が
、
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
の
始
ま

り
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
、
町
政
60
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
高
畠
町
。
そ
し
て
、
記
念
す
べ
き
50

回
目
と
な
る
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
。

本
年
を
上
回
る
賑
わ
い
と
地
域
活
性

化
を
期
待
し
て
、
今
回
の
様
子
を
写
真

で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

第
49
回
た
か
は
た
夏
ま
つ
り
に
ご
協
賛
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
高
畠
町
経
営
者
協
会 

様

○
高
畠
町
金
融
団 

様

○
高
畠
町
建
設
ク
ラ
ブ 

様

○
昭
和
縁
結
び
通 

り
振
興
会 

様

○
庁
舎
通
り
商
店
街
振
興
会 

様

○
ま
ほ
ろ
ば
商
店
街
協
同
組
合 

様

○
高
畠
商
業
協
同
組
合 

様

○
須
藤
忠
三
税
理
士
事
務
所 

様

○
株
式
会
社
セ
ゾ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー 

様

○
株
式
会
社
岡
村
製
作
所
高
畠
事
業
所 

様

○
株
式
会
社
ヤ
マ
ザ
ワ
高
畠
店 

様

○
高
畠
酒
販
店
会 

様

○
山
形
電
子
株
式
会
社 

様

○
高
畠
ワ
イ
ン
株
式
会
社 

様

○
株
式
会
社
ダ
イ
ユ
ー
エ
イ
ト
高
畠
店 

様

○
高
畠
製
菓
組
合 

様

○
置
賜
地
区
お
祭
り
商
業
協
議
会 

様

○
高
畠
町
石
油
商
業
組
合 

様

○
高
畠
料
理
飲
食
振
興
会 

様

○
高
畠
機
械
工
業
ク
ラ
ブ 

様

（
順
不
同
）

第 49 回
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９
９
月

日
は

救
急
の
日

・１日平均約３件、約８時間に１度出動しています。
・搬送された人の約６割が 65 歳以上です。
・搬送された人の約 37％が入院を必要としない軽傷者です。
・平成 21 年以降は年々出動件数が増加しています。
※平成 26 年は、６月 30 日現在で前年比 36 件の減少となっています。

９月７日㈰～ 13日㈯は救急医療週間
高畠署管内における救急件数等の傾向

198 件

834 件

880 件

948 件

977 件

1,046 件

600 件件数

S49 年

H21 年

H22 年

H23 年

H24 年

H25 年

平成 25 年は、1,046 件の救急

出動のうち、実際に搬送されたの

は 1,018 人です。

― 救急について考えてみませんか？ ―
大切な人を救えるのはあなたです！

　病気にならないよう予防することが大切ですが、もしそうなった場合や突然の事故
では、その場に居合わせた人の早期認識と 119 番通報、救急隊が到着するまでの間
に適切な応急処置ができるかどうかが「命を救うカギ」になります。

①心停止の予防
②早期認識と通報
③一次救命処置
　（心肺蘇生 AED の使用など）

　高畠消防署では「救急の日」「救急医療週間」の
一環として普通救命講習（３時間）を開催します。
▶日時／９月 13 日㈯　９時～ 12 時
▶会場／高畠消防署　会議室
▶その他／参加無料・受講された方には修了証が発

行されます
▶申込・問合せ先／高畠消防署　☎�１５０５

◇ 命を救うカギ ◇ ■　応急手当を覚えましょう　■

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
消
防
署

☎
�
１
５
０
５

公開
講座

救急フォーラム置賜 2014
「明るい未来のために～学ぼう子供への応急手当～」

▶日時／９月 23 日㈫　13 時～ 16 時 20 分
▶会場／米沢市「置賜総合文化センター」（米沢市金池 3-1-14）
▶内容／小児救急・心疾患に関する講演・寸劇・ミニ救急講習など
▶主催／置賜地区救急医療対策協議会・置賜地域の救急を考える会
▶申込・問合せ先／米沢消防署東部分署　☎ 0238 � 2041

【救急出動件数の推移】

一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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９
月
14
日
㈰
、
和
田
地
区
公
民
館

周
辺
を
会
場
に
、
８
時
20
分
か
ら
12

時
10
分
ま
で
「
高
畠
町
総
合
防
災
訓

練
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
訓
練

は
、
防
災
関
係
機
関
と
の
相
互
協
力

体
制
の
構
築
や
住
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
に
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

長
井
盆
地
西
縁
断
層
帯
を
震
源
と

す
る
直
下
型
地
震
に
よ
り
高
畠
町
で

震
度
６
強
を
記
録
し
た
と
の
想
定

　

高
畠
町
総
合
防
災
訓
練
と
併
せ
、

消
防
団
分
団
演
習
が
９
月
14
日

（
日
）
、
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
各
地
区
で
半
鐘
や
消
防

ポ
ン
プ
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の

で
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
注
意

高
畠
町
総
合
防
災
訓
練

高
畠
町
消
防
団
分
団
演
習

し
て
く
だ
さ
い
。

○
第
１
分
団
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　

（
飯
森
地
区
）

　

（
式
典
会
場

‥

高
畠
一
中
グ
ラ
ウ

　
　

ン
ド
）

○
第
２
分
団
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　

（
入
地
区
）

　

（
式
典
会
場

：

二
井
宿
小
学
校
グ　
　

　
　

ラ
ウ
ン
ド
）

○
第
３
分
団
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　

（
時
沢
地
区
）

　

（
式
典
会
場

：

旧
時
沢
小
学
校
グ　
　

　
　

ラ
ウ
ン
ド
）

○
第
４
分
団
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　

（
入
生
田
南
地
区
）

　

（
式
典
会
場

：

亀
岡
小
学
校
グ
ラ

　
　

ウ
ン
ド
）

○
第
５
分
団
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　

（
和
田
地
区
公
民
館
周
辺
）

　

（
式
典
会
場

：

和
田
小
学
校
グ
ラ　
　

　
　

ウ
ン
ド
）

○
第
６
分
団
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　

（
蛇
口
地
区
）

　

（
式
典
会
場

：

糠
野
目
小
学
校
グ　
　

　
　

ラ
ウ
ン
ド
）

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
広
域
行
政
事
務　

　

組
合
高
畠
消
防
署
☎
�
１
５
０
５

で
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
は
じ
め
、

住
民
に
よ
る
避
難
訓
練
や
初
期
消
火

訓
練
、
障
害
物
除
去
訓
練
な
ど
、
関

係
機
関
に
よ
る
各
種
の
訓
練
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
ぜ
ひ
多
く
の
み
な
さ
ん

に
ご
体
験
ご
観
覧
い
た
だ
き
、
こ
の

機
会
に
地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先
／
町
総
務
課
地
域
防
災　

　

係　
　
　
　
　
　

☎
�
３
７
４
４

車両の通行が制限されます！

総合防災訓練のため、会場周辺で通行が制限されます。

ご不便をおかけいたしますがご協力をお願いします。

交通安全県民運動
９月 21 日（日）～９月 30 日（火）
「子どもと高齢者の交通事故防止」

【運動の重点】
◇夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通　
事故防止（特に、反射材用品等の着用の推進お　
よび自転車前照灯の点灯の徹底）
◇全ての座席のシートベルトとチャイルドシート　
の正しい着用の徹底
◇飲酒運転の根絶
◇道路横断時・交差点における交通事故防止

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）

高畠町 85（－12） ０（－１） 100（－23）

南陽市 113（－６） ２（＋２） 157（－12）

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成26年７月31日現在の交通事故発生状況

危険物取扱者免状・消防設備士免状の
写真書換えについて

危険物取扱者免状・消防設備士免状は、新規交付、
再交付または前回の写真書換えから 10 年が経過する
と、写真書換えが必要です。これらの免状をお持ちの
方は速やかに手続きを行ってください。

▶手続き方法／消防試験研究センター山形県支部およ
び県内各消防本部備え付けの書換え申請書（消防試
験研究センターホームページよりダウンロード可）
により手続き願います。

▶提出先／（一財）消防試験研究センター山形県支部　
☎023（631）0761

▶書換え申請書取得および問合せ先／置賜広域行政事
務組合高畠消防署予防係　　☎（52）１５０５

秋の

一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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来年４月から入園をお考えのみなさまへ

平成 27 年４月から子ども・子育て支援新制度がはじまります
平成 27 年４月から「子ども・子育て支援新制度」が施行されることになりますので、その概要を

お知らせします。

申込み方法など詳しい入園手続きについては、広報たかはた 10 月号でお知らせいたしますが、こ
れまでの取り扱いと大きくは変わらない予定です。

○子ども・子育て支援新制度とは？

　平成 24 年８月、日本の子ども・子育てをめぐる様々な課題を解決するためにできた「子ども・子
育て支援法」と、関連する法律にもとづき、乳幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の拡充や
質の向上といった子育て中のすべての家庭を支援するための制度で、平成 27 年度からスタートする
予定です。

○幼稚園・保育園等の利用手続き等が変わります！

①支給認定申請が必要になります。
新制度に移行する幼稚園、保育園（児童館）、認定こども園等への入園を希望される場合、高

畠町に申請していただき、保育の必要性等の認定を受けてから内容に応じて入所施設を選択して
いただくこととなります。

☆支給認定の種類

支給認定区分 対　　象

１号認定 満３歳から小学校就学前までの子どもで、幼稚園等での教育を希望する場合

２号認定 満３歳から小学校就学前までの子どもで、保護者の就労や疾病等により、保育
を必要とする場合

３号認定 満３歳未満の子どもで、保護者の就労や疾病等により、保育を必要とする場合

☆手続きの流れ

町教育総務課窓口
で認定申請書と
入所申込書を配布

入所申込と同時に
支給認定を申請

町から支給認定証
を交付

利用調整で決定し
た保育園等へ入園

※４月から新たに入園を希望される場合は、入所申込とあわせて認定申請をしていただきます。
※既に保育園等を利用している場合も、施設を通して認定申請を受けていただきます。
（継続入所調査もあわせて行います）
 ※町外の保育園等を既に利用している場合は、郵送で申請書を配布します。

②保育料が変わります。
保育園（児童館）、認定こども園の保育料に関しては、公立・私立を問わず、国の基準をもとに

所得に応じて、高畠町が決めることになります。
（新制度に移行する幼稚園（こども園の幼稚園部を含む）も、所得に応じて町で算定をするよう

になります。）

▶問合せ先／町教育総務課子育て支援係
☎（52）３０３１

2 3 41

一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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子 育 て 通 信高畠町子育て支援センター

９
月
は
夏
か
ら
秋
へ
と
移
り
変

わ
る
時
季
で
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
散
歩
に
出
か
け
、
空
に
浮
か
ぶ
雲

の
変
化
、
時
折
吹
く
風
の
涼
し
さ
な

ど
、
目
で
観
て
、
肌
で
感
じ
て
み
ま

し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
の
経
験
は
、
大
き
な

心
と
体
の
財
産
に
な
り
ま
す
。
心
と

体
が
育
て
ば
、
こ
と
ば
も
自
然
に

育
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。９

月
の
育
児
講
座
は
“
こ
と
ば

の
育
ち
”
に
つ
い
て
、
講
師
を
お
迎

え
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。

親
と
し
て
ど
ん
な
関
わ
り
方
を
す
れ

ば
良
い
の
か
、
不
安
や
疑
問
に
も
お

答
え
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
10
月
の
み
ん
な
の
広
場

は
“
支
援
セ
ン
タ
ー
大
運
動
会
”
で

す
。
運
動
の
秋
！

か
け
っ
こ
や
体
操
、
マ
ス
ゲ
ー

ム
な
ど
、
た
く
さ
ん
体
を
動
か
し
て

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

〇
10
月
の
み
ん
な
の
広
場　

　

”
支
援
セ
ン
タ
ー
大
運
動
会
”

　

み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し
も
う
！

▼
期
日
／
10
月
１
日
㈬

▼
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所
／
支
援
セ
ン
タ
ー
芝
生
ス

ペ
ー
ス（
雨
天
時
プ
レ
イ
ル
ー
ム
）

▼
持
ち
物
／
帽
子
、
汗
拭
き
タ
オ

ル
、
着
替
え
、
飲
み
物

※
お
子
さ
ん
も
お
家
の
方
も
動
き
や

す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
�
０
３
５
０

― 

心
と
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！ 

―

〇
９
月
の
み
ん
な
の
広
場　

　

”
子
育
て
講
演
会  

“

　

「
子
ど
も
の
こ
と
ば
を
育
て
る
」

　

こ
と
ば
と
心
を
育
も
う
！

▼
期
日
／
９
月
12
日
㈮

▼
時
間
／
９
時
50
分
～
11
時
20
分

▼
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
２
階

研
修
室

▼
講
師
／
町
立
糠
野
目
小
学
校
こ
と

ば
の
教
室
担
当  

鈴
木
知
佳
子 

氏

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
託
児
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

髙
たかなし

梨 蒼
そ う ま

真 くん

平成25年９月３日生（上駄子町）

お姉ちゃん、早く遊ぼうよ☀

未
来
っ
子
登
場

Children

　

平
成
25
年
９
月
生
ま
れ

木
き む ら

村 朝
あ さ ひ

陽 くん

平成25年９月19日生（時沢）

アンパンマン大好き！

　平成26年10月号に掲載するのは、平成25年10月中に
生まれた町内在住のお子さんです。
♪申込締切／９月11日㈭
♪申込先／町企画財政課広聴広報係☎�４４７６
♪申込書がございますので、写真を持参のうえ町企画財
　政課までお越しください。
　現像済み写真・データ共に可能です。

満１歳になるお子さんを募集します

佐
さ と う

藤 心
み ゆ

優 ちゃん

平成25年９月25日生（石岡）

いつも元気！ニコニコ笑顔♡

堀
ほりうち

内 心
み ゆ

結 ちゃん

平成25年９月27日生（相森）

おしゃべり大好きな女の子です♥

早
はやかわ

川 準
じゅんき

希 くん

平成25年９月30日生（荒町）

ご飯モリモリ！
もう少しで歩くかな !?

▲

昨年の子育て講演
会の様子「子どもを
ほめる、宝探しの旅
へ出かけよう！」

▶昨年の運動会の様
子「サツマイモを運
ぶぞ！がんばれ！」

一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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平
成
28
年
４
月
開
校

高
畠
中
学
校
開
校
準
備
通
信

中
学
校
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
で
、
い
じ
め
ゼ
ロ
宣
言
！

▼
問
合
せ
先
／

　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

中
学
校
開
校
準
備
係

☎
�
４
４
７
４

《高齢受給者証》
　今月高齢受給者証をお送りする方は、昭和19年９月
２日～昭和19年10月１日生まれの方です。
　今月下旬にお送りしますので、ご確認ください。国保
以外の方は、現在加入している健康保険より交付され
ます。

《子育て支援医療証》
　今月子育て支援医療証をお送りする方は、誕生日が
９月２日から10月１日までの方です。
　今月中旬にお送りしますので、ご確認ください。

高畠中校章

町
内
中
学
校
で
は
、
よ
り
よ
い

学
校
生
活
を
実
現
す
る
た
め
生
徒
会

サ
ミ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
７
月
29
日
㈫
に
生
涯
学
習
館
に

各
校
の
生
徒
会
リ
ー
ダ
ー
が
集
ま

り
、
新
た
に
開
校
す
る
高
畠
中
学
校

で
大
事
に
し
た
い
こ
と
等
を
テ
ー
マ

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
各
中
学
校
で
も
、
そ
し

て
高
畠
中
学
校
で
も
い
じ
め
の
な
い

学
校
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
真
剣

な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

校
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
い
じ
め
の
問
題

に
つ
い
て
様
々
な
立
場
か
ら
意
見
を

出
し
合
い
、
居
心
地
の
良
い
学
校
生

活
を
送
る
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
２

学
期
以
降
、
各
中
学
校
で
具
体
的
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
そ
う

で
す
。

生
徒
自
身
が
課
題
意
識
を
持
ち

真
剣
に
話
し
合
う
こ
と
や
、
よ
り
よ

い
学
校
生
活
を
つ
く
る
た
め
に
一
生

懸
命
に
な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
、

高
畠
中
学
校
の
学
校
生
活
の
充
実
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
し

ま
す
。

中学校の先生方が、様々な課題を検討しています。
教育計画、学習指導、生徒指導等の様々な課題について、先生方が検

討しています。校長会、教頭会、教務主任部会をはじめとする各部会が担
当する課題は多岐にわたっています。通常の教育活動に加えて、開校準備
のための会議が入ってきますが、よりよい中学校開校のために先生方のご
協力をいただいています。
また、夏休み中に各教科担当の先生方に、教材備品、一般備品の点検

をしていただきました。備品は各学校から持ち寄りますので、点検結果を
もとにどの中学校から何を持っていくのか移動計画を立てます。

順調に工事が進んでいます！

大型クレーンで鉄骨を吊り上げ、体育館棟が建ち上がってきました。
体育館１階には、屋内運動場（大）、ピロティ、調理室、バス車庫が、２
階には、屋内運動場（小）、柔道場、剣道場が配置されます。

８月 21 日現在の校舎棟の進捗率は５２．８％、体育館棟の進捗率は
４５．５％で、どちらも工程に遅れはなく、順調に進んでいます。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
リ
ス
ペ
ク
ト 

ア
ザ
ー
ス
」
～
輪
・
和
・
話（
わ
）を
広
げ
、

い
じ
め
０（
ゼ
ロ
）に
～

※開校準備だよりは、高畠町ホームページに掲載してあります。

　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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図書館に行かなくちゃ！Books 高畠町立図書館☎（52）４４９３

９月の企画展は、９月 20 日から 26 日までの「動物愛護週間」にちな
んで、動物が主人公の本をテーマに紹介します。「シートン動物記」「高
安犬物語」「動物たちはセラピスト」等を展示します。貸出もできますの
でご利用ください。

９月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

は休館日
▶開館時間／
　火曜日～金曜日　９時～ 19時
　土・日・祝日　　９時～ 17時

新着図書の
お知らせ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

９月の企画展 動物大集合！

かもめのジョナサン（完成版）
リチャード・バック　五木寛之（訳）／新潮社

「飛ぶ歓び」「生きる歓び」を追い求め、やがて
精神世界の重要さに気づいたジョナサンだが、彼が
消えた後、弟子のかもめたちはジョナサンの神格化
を始め…。幻の最終章、ついに公開。五木寛之渾身
の「創訳」による完成版

ネルとマリのたからもの　　　　　　
亀岡　亜希子／ PHP 研究所

ヤマネのネルはマリの真似をして綺麗な羽を集
めていました。ですが冬眠の時期になってもやせっ
ぽっちのままだったことに気づいて、羽集めを止め
ました。しかしマリは冬眠に備えず、綺麗なものを
集めることばかりしていて…。

◇破門　　黒川　博行／ KADOKAWA
◇イザベラ・バードの東北紀行 [ 会津・置賜篇 ]

赤坂　憲雄／平凡社
◇男ともだち　　　　　　　千早　茜／文藝春秋
◇棟居刑事の永遠の狩人　　森村　誠一／双葉社
◇村岡花子エッセイ集　想像の翼にのって

村岡　花子／河出書房新社

◇おばけたまご（紙芝居）　内田　麟太郎／童心社
◇りょうりをしてはいけないなべ

シゲタ　サヤカ／講談社
◇ブルーとオレンジ　　　　福田　隆浩／講談社
◇なりたい二人　　  令丈　ヒロ子／ PHP 研究所
◇ IQ 探偵ムーおばあちゃんと宝の地図

深沢　美潮／ﾎﾟﾌﾟﾗ ｶﾗﾌﾙ文庫

庁舎通り商店街オブジェのモチーフとなった 32 の童話の感想絵てがみを募集します。

第７回庁舎通り商店街オブジェ
「感想絵てがみコンクール」作品募集

【応募規定】
▶サイズ／はがき 1 枚の大きさに絵と手紙文を描く

（縦・横どちらも可）
▶文／作品の感想を、誰かに宛てた手紙文にして書い

てください。作品の題名と感想を伝えたい相手の
名前、自分の名前も入れてください。文字数制限
はありません。

▶絵／作品にまつわる絵を描いてください。ただし、
本の挿絵の模写は不可とします。

▶応募点数／１人１点
▶募集部門／小学生の部・中高生の部・一般の部

▶提出場所／町立図書館（備え付けの応募票を記入の
うえ）

▶表彰／
〇庁舎通り（メルヘン通り）賞…各1 部門 1 点

賞状と図書カード
〇町立図書館長賞…各 1 部門 1 点

賞状と図書カード
〇高畠郵便局長賞…小学生の部３点

賞状とお便りセット
▶締め切り／ 10 月 15 日㈬
▶問合せ先／町立図書館☎�４４９３
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公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
監
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
監
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

監
査
委
員

　

髙
橋
正
壽　

武
田
正
德　

　

監
査
の
種
類

　

監
査
の
期
間

　

平
成
26
年
５
月
30
日
か
ら
平
成
26

年
７
月
28
日
ま
で

　

監
査
の
対
象

法
令
お
よ
び
年
間
監
査
計
画
に

基
づ
き
、
監
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
７

項
の
規
定
に
よ
る
監
査

　

監
査
の
主
眼
お
よ
び
手
続

　

監
査
意
見

▼
問
合
せ
先
／
町
監
査
委
員
事
務
局

☎
�
２
０
８
２

①
高
畠
町
和
田
民
俗
資
料
館

②
高
畠
町
交
流
促
進
施
設

③
高
畠
町
農
産
物
加
工
体
験
交
流
施

設

・
平
成
25
年
度
指
定
管
理
者
が
行
っ

た
業
務
に
関
す
る
出
納
そ
の
他

の
事
務
の
執
行

・
施
設
お
よ
び
備
品
等
の
管
理
状
況

監
査
に
あ
た
っ
て
は
、
監
査
実

施
計
画
に
定
め
た
着
眼
点
に
基
づ
き

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

主
眼
に
、
所
管
課
お
よ
び
指
定
管
理

者
か
ら
関
係
書
類
の
提
出
を
求
め
、

現
地
視
察
を
行
い
、
質
問
、
確
認
そ

の
他
実
施
す
べ
き
監
査
手
続
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
所
管
課
（
産
業
経
済
課
）　

次
の
点
に
つ
い
て
是
正
改
善
等

の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴
対
象
施
設
の
利
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
施
設
ご
と
の
設
置
お
よ
び

管
理
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ

公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度

の
趣
旨
は
、
指
定
管
理
者
に
お
い
て

は
利
益
の
創
出
を
、
高
畠
町
に
お
い

て
は
公
益
性
の
確
保
を
同
時
に
満
足

さ
せ
、
地
域
住
民
等
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
事
業
の
効
率
性
を
追
求
す

る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
度
監
査
対
象
と
し
た
施
設

に
つ
い
て
は
、
基
本
協
定
書
お
よ
び

年
度
協
定
書
に
基
づ
き
業
務
が
行
わ

れ
、
事
業
計
画
書
や
事
業
報
告
書
が

作
成
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
な
運
営

方
針
、
達
成
目
標
に
そ
っ
た
業
務
を

実
施
し
、
そ
の
成
果
、
実
績
が
明
確

に
さ
れ
て
い
る
。

施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
３

施
設
共
、
内
外
共
に
整
理
整
頓
と
清

掃
は
よ
く
さ
れ
て
お
り
清
潔
さ
を
保

持
し
、
そ
し
て
景
観
に
も
配
慮
し
た

　

監
査
の
範
囲

　

監
査
の
結
果

り
、
条
例
に
定
め
る
範
囲
内
に

お
い
て
、
指
定
管
理
者
が
町
長

の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
条
例
の
定

め
を
超
え
た
利
用
料
金
の
承
認

及
び
条
例
に
定
め
が
な
い
利
用

料
金
の
設
定
が
あ
っ
た
。
利
用

料
金
の
額
を
定
め
る
際
に
は
、

条
例
と
齟
齬
が
な
い
か
を
確
認

の
上
、
慎
重
に
行
わ
れ
た
い
。

⑵
農
産
物
加
工
体
験
交
流
施
設
内

に
、
他
の
２
施
設
を
含
め
た
運

営
管
理
の
た
め
の
事
務
室
等
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
一
部
、
施

設
本
来
の
利
用
目
的
と
な
っ
て

い
な
い
の
で
適
正
な
利
用
を
さ

れ
た
い
。　

◎
指
定
管
理
者
（
和
田
民
俗
資
料
館

管
理
組
合
）

施
設
の
設
備
お
よ
び
敷
地
の
管

理
は
お
お
む
ね
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
次
の
点
に
つ
い
て
是

正
改
善
等
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

⑴
条
例
の
定
め
を
超
え
た
利
用
料
金

お
よ
び
条
例
に
定
め
が
な
い
利

用
料
金
を
設
定
し
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
町
と
の
協
議
に

よ
り
適
切
に
処
置
さ
れ
た
い
。

⑵
収
支
決
算
に
お
け
る
剰
余
金
の
処

分
方
法
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

手
続
き
を
さ
れ
た
い
。

⑶
収
支
決
算
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
単
年
度
の
決
算
で
は
な
く
、

繰
越
し
を
含
め
て
の
過
年
度
と

の
連
結
と
し
た
決
算
と
さ
れ

た
い
。

管
理
を
さ
れ
て
い
る
。

交
流
促
進
施
設
は
宿
泊
棟
で
あ

り
、
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
配
慮
し

た
維
持
管
理
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。

①
交
流
促
進
施
設
の
利
用
者
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
条
例
で
定
め

る
、
都
市
と
農
山
村
の
相
互
交

流
や
農
山
村
地
域
の
活
性
化
を

図
る
と
い
う
設
置
目
的
に
沿
っ

て
運
営
努
力
は
さ
れ
て
い
る
。

②
Ｊ
Ａ
施
設
の
廃
止
に
伴
い
、
事
務

室
が
農
産
物
加
工
体
験
交
流
施

設
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

施
設
全
体
と
し
て
の
機
能
目
標

等
を
見
据
え
た
整
備
を
望
む
も

の
で
あ
る
。

③
交
流
促
進
施
設
は
宿
泊
棟
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夜

間
管
理
（
特
に
火
災
、
盗
難
、

安
全
面
、
救
急
対
応
等
）
は
無

人
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
適
切

な
管
理
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
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ア
ル
バ
ム
に
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
よ
み
が
え
り

　

大
笑
い
し
て
相
槌
う
ち
て

高　

畠　

後
藤
瑩
子

六
魂
祭
行や

る
も
見
る
の
も
熱
気
に
て

　

二
十
六
万　

魂　

乱
舞

弥
生
町　

太
田
邦
夫

入
道
雲
背
に
新
校
舎
姿
見
せ

　

ま
ほ
ろ
ば
の
里
夢
よ
未
来
に

亀　

岡　

大
槻
京
子

遥
か
沖
に
北
方
の
島
目
に
映
り

　

帰
ら
ぬ
霊れ

い

に
た
だ
涙
せ
し

　

夏　

茂　

小
浅　

昭

猪
苗
代
湖
水
き
よ
く
し
て
舟
浮
か
ぶ

　

野
口
英
世
の
生
家
お
と
づ
れ

馬　

頭　

我
妻
卯
吉

梅
雨
明
け
て
夏
本
番
の
空
高
く

　

記
録
を
超
え
る
猛
暑
続
き
ぬ

上
和
田　

大
浦
秀
一

尾
瀬
ヶ
原
ダ
ム
作
ろ
う
と
東
電
が

　

原
買
い
占
め
て
対
立
続
く

柏
木
目　

中
村
康
子

健
や
か
に
育
て
と
願
う
嬰み

ど
り
ご児

よ

　

今
日
は
佳
き
日
と
八
幡
様
に

福　

沢　

山
村
和
子

始
め
て
の
曾
孫
の
便
り
い
く
た
び
か

　

く
り
返
し
読
み
し
と
ど
涙
す

福　

沢　

佐
藤
津
多

小
紫
白
き
あ
や
め
の
花
園
に

　

友
と
睦
み
て
た
の
し
ひ
と
と
き

夏　

茂　

菊
地
ヤ
ヱ
子

母
上
様
に
い
や
さ
れ
し
こ
と
幾
た
び
か

　

悩
め
る
我
に
七
月
の
風
吹
く

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

天
災
の
恐
ろ
し
き
か
な
一
瞬
で

　

く
ず
れ
落
ち
た
る
堤
防
の
音

筋　
　

佐
藤
ナ
ヲ
子

夜
半
に
め
さ
め
去こ

ぞ年
秋
逝
き
し
夫
想
う

　

窓
よ
り
見
ゆ
る
星
と
な
り
し
か

相　

森　

後
藤
ち
よ
ゑ

地
理
歴
史 

丹
波
亀
岡
明
智
の
地

　

高
畠
天
童 

織
田
の
時
あ
り

入
生
田　

栗
田
憲
夫

青
田
吹
く
み
ど
り
の
風
が
肌
通
る

　

あ
ぜ
に
腰
か
け
老
の
感
傷

石　

岡　

安
部　

富

寄
り
添
っ
て
山
路
た
ど
れ
ば
華
ゆ
き
に

　

君
も
花
ね
と
山
桜

高　

畠　

相
田　

承

俄に
わ

か
雨
な
ぜ
に
わ
が
里
さ
っ
と
過
ぐ

　

大
雨
浴
し
や
過
疎
の
わ
が
畑

二
井
宿　

勿

忘

草

夏
来
た
に
心
の
病
癒
え
ず
居
て

　

献け
ん
た
い体
決
め
し
二
度
童わ

ら
し子

高　

畠　

佐
々
木
美
峰

こ
の
朝あ

し
た　

樫か
し

の
木
陰
に
鳴
く
蝉
に

　

猛
暑
の
続
き
広
島
思
う

選
者
吟　

黒
田　

敦

人
逃
げ
し
浪
江
の
町
は
あ
の
日
か
ら

　

時
は
止
ま
り
て
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン

御
入
水　

素

花

草
な
か
に
日
差
し
に
堪
て
美
し
く

　

昼
顔
の
花
容
姿
端
麗
に

亀　

岡　

齊
藤
ユ
リ
子

穂
の
出
し
稲
田
の
先
の
公
民
館

　

祭
の
旗
の
風
に
棚
引
く

三
条
目　

和
田
彰
造

夏
の
朝
ダ
イ
ビ
ン
グ
姿
婦
人
部
の

　

大
き
な
声
で
ヤ
ッ
ホ
ー
々
手
を
振
る

上
和
田　

佐
藤
律
子

世
界
一
熱
意
と
話
題
の
ク
ラ
ゲ
館

　

小
さ
き
命
に
心
癒
さ
る

弥
生
町　

太
田
京
子

富
岡
の
世
界
遺
産
の
喜
び
に

　

野
麦
峠
の
悲ひ

あ
い哀

偲
ば
る

旭　

町　

川
村
祐
一

鉛
筆
の
芯
が
折
れ
れ
ば
せ
っ
か
く
の

　

自
分
史
を
書
く
心
も
揺
れ
る

一
本
柳　

丸
山
俊
子

思
う
ま
ま
に
短う

た歌
を
詠
み
き
し
亡
き
母
の

　

筆
ペ
ン
の
文
字
ふ
わ
り
と
な
ぞ
る

高　

畠　

金
子
協
子

空
梅
雨
に
耐
え
て
咲
き
続
ぐ
紫
陽
花
の

　

今
日
は
ピ
ン
ク
に
色
変
え
て
お
り

糠
野
目　

中
野　

博

立
葵
日
ま
し
に
上
に
咲
き
ほ
こ
り

　

つ
ゆ
明
け
間
近
暑
さ
厳
し
き

下
和
田　

髙
橋
一
子

病
む
人
の
枕
辺
に
折
る
千
羽
鶴

　

千
に
一
つ
の
願
い
を
込
め
て

石　

岡　

川
井
み
よ

黒
田敦

夏
菊
や
遺
影
の
夫
は
笑
み
見
せ
て

福　

沢　

山
中
よ
し

紫あ

じ

さ

い

陽
花
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
届
く
誕
生
日

糠
野
目　

中
野　

博

茅
葺
き
の
遺
跡
か
す
め
て
夏
燕

高　

畠　

大
塚
喜
久
能

旧
道
に
馬
頭
観
音
蝉せ

み
し
ぐ
れ

時
雨

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
緑
陰
の
道
選
び
け
り

上
和
田　

大
浦
秀
一

川
風
に
吹
か
れ
て
ゆ
く
や
糸
と
ん
ぼ

上
和
田　

鏡
た
か
子

焼
き
茄
子
の
ほ
ん
の
り
香
る
夕ゆ

う
げ餉
か
な

竹　

森　

原
田
利
憲

日
盛
り
を
歩
く
古
町
茶
屋
の
街

一
本
柳　

中
手
保
子

草
刈
の
水
辺
に
二
つ
か
き
つ
ば
た

旭　

町　

川
村
祐
一

ふ
る
さ
と
や
輪
に
広
が
り
て
盆
踊　

竹　

森　

齋
藤
玲
子

向ひ

ま

わ

り

日
葵
の
迷
路
楽
し
む
夏
休

高　

安　

村
上
正
法

一
両
の
車
窓
を
恋
う
る
月
見
草

高　

畠　

佐
々
木
美
峰

孫
と
ゐ
て
母
の
加
は
る
し
ゃ
ぼ
ん
玉

一
本
柳　

金
子
房
子

二ふ
た
え重
虹
か
か
り
て
心
豊
か
な
り

上
和
田　

佐
藤
律
子

曾
孫
ら
の
根
元
に
捕
り
し
か
ぶ
と
虫

相　

森　

山
口
泰
子

豊ほ
う
じ
ょ
う饒

の
ま
ほ
ろ
ば
の
里
田
植
え
季
に

弥
生
町　

太
田
邦
夫

夏
祭
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
様
変
り

下
和
田　

菊
地
み
ゑ
子

梅
雨
明
け
の
光
を
回
す
自
動
ド
ア

深　

沼　

寒
河
江
孝
子

山
陰
や
光
と
音
の
遠
花
火

下
和
田　

髙
橋
一
子

六
月
祭
光
り
優
し
く
山
つ
つ
じ

福　

沢　

山
村
和
子

草
餅
の
洗
ふ
笹
葉
の
裏
表

深　

沼　

髙
橋
イ
セ

野
辺
に
咲
く
山
ゆ
り
の
花
癒
や
さ
れ
て

石　

岡　

川
井
み
よ

百
合
の
花
香
り
発
し
て
鮮
や
か
に

高　

畠　

島
津
繭
子

た
ま
に
来
る
曾
孫
は
元
気
日
焼
け
し
て

相　

森　

後
藤
ち
よ
ゑ

台
風
で
川
の
氾
濫
水
浸
し

二
井
宿　

御
田
俊
坊

急せ

き
た
て
る
祭
り
囃
子
や
絶
好
調

竹　

森　

阿
部
と
よ

朝
霧
に
眩
し
く
開
く
夏
の
花

夏　

茂　

小
浅　

昭

や
せ
蛙
心
に
し
み
る
床
の
上

高　

畠　

佐
藤
昭
子

桜
時
極
楽
浄
土
か
冬
を
過
さ
ば

高　

畠　

相
田　

承

新
し
き
幹
道
工
事
蘆あ

し

の
花

選
者
詠　

荒
井
俊
二

※
町
立
図
書
館
に
も
あ
る
「
俳
句
歳
時
記
」

　
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
の
で
お
す
す
め

　
致
し
ま
す
。

荒
井
俊
二

▼
作
品
の
送
り
先
は
…
〒
９
９
２
‐
０
３
９
２ 

大
字
高
畠
４
３
６

　

町
企
画
財
政
課
「
文
芸
欄
」
ま
で
。

 
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
１
枚
に
。

　

詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
俳
句
は
１
人
３
句
、
川
柳
は
１
人
２
句
ま
で
と
し
ま
す
。

【次回〆切り日】
俳句・短歌とも

平成26年９月30日㈫

文
芸
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39,800 円

駅
か
ら

サ
イ
ク
リ
ン
グ

第
２
回 

た
か
は
た
の
「
美
味
い
！
」
を
巡
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

高
畠
駅
を
出
発
し
、
「
ま
ほ
ろ
ば
の
緑
道
」
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

を
中
心
に
、
高
畠
の
秋
の
味
覚
を
満
喫
し
、
自
然
の
美
し
さ
を
体
感
し
な

が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
10
月
11
日
㈯
９
時
～

（
予
定
）

▼
会
場
／
ま
ほ
ろ
ば
の
緑
道
を
中

心
に
町
内
を
約
15
ｋ
ｍ
巡
り

ま
す
。

▼
集
合
／
自
転
車
を
持
参
の
う

え
、
Ｊ
Ｒ
高
畠
駅
東
側
ふ
れ

あ
い
通
路
広
場

※
自
転
車
の
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
ま

す
（
有
料
）

▼
内
容
／
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
な
が

ら
、
各
ポ
イ
ン
ト
で
、
高
畠

産
の
フ
ル
ー
ツ
、
つ
や
姫
お

に
ぎ
り
、
い
も
煮
な
ど
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
資
格
／
健
康
で
完
走
で
き

る
体
力
の
あ
る
方
。
た
だ
し
、

小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
も

必
ず
参
加
し
、
自
転
車
で
の

付
き
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
未
成
年
の
参
加
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
同
意
を

必
要
と
し
ま
す
。

▼
参
加
料
／
一
人
５
０
０
円

▼
申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙

に
よ
り
、
町
産
業
経
済
課
に

提
出
。
（

ＦＡＸ
申
込
可
）

▼
問
合
せ
先
／
町
産
業
経
済

課
☎
�
４
４
８
２　

ＦＡＸ
�

１
５
４
３

※
申
込
書
は
役
場
産
業
経
済
課
、

各
地
区
公
民
館
、
太
陽
館
に

も
ご
ざ
い
ま
す
。

好評に

つき
１泊２日増員決定！追加募集

!!

満喫！あま～いみかん狩りと新鮮海の幸

小田原＆伊豆の旅
▶１日目／高畠駅～小田原（ご昼食・お買い物）～ＭＯＡ美術館～

城ヶ崎海岸～伊東温泉（伊東ホテル聚楽）
▶２日目／ホテル～みかん狩り～修善寺～韮山（ご昼食）～ジャン

ボ干物センター～沼津 IC ～東京駅～高畠駅
▶申込・問合せ先／（一社）高畠町観光協会　☎（57）3844

まほろば町民号

39,800 円

「今から始める大人の家庭科」
たかはたかんきょう塾

基本的な料理、ボタン付けなど日常生活で必要な技を一緒に学びませんか？

▶対象／・全 10 回参加できる方
　　　　・概ね 35 歳以下の方
▶日時／初回　９月 17 日㈬　18 時 30 分～
▶会場／生涯学習館　＊２回目以降は参加者にお知らせします。
▶定員／ 16 人　（先着順）
▶内容／「食」　食材の切り方、だしの取り方、ご飯の炊き方、主菜、副菜作り
	 　　　　　例：肉じゃが、きんぴら、厚焼き玉子、みそ汁、ミネストロー
　　　　　　　　　　　ネ、けんちん汁、いわしのかば焼き、ごま和え、炊き　　　　
　　　　　　　　　　　込みご飯　など
　　　　「衣」　ボタンやスナップつけ、すそ上げ、ランチョンマット作り、	
	 　　　　しみ抜き、アイロンのかけ方、上手な洗濯の方法　など
▶参加費／材料費として１回５００円～１０００円（実費）
▶申込・問合せ先／生活環境課環境係　☎（52）１２１５

臨時新幹線発車が決
定！

初級編

10月5日（日）～6日（月）



       2014.913

たかはた秋まつり出店者募集！
　平成26年11月３日㈷に開催される「たかはた秋まつり」
への出店者を募集します。
　テント・机などの必要物品、雨天時の対策等は各自ご用
意ください。
　出店希望の方は、申込用紙にご記入のうえ平成26年９月
26日㈮までに町産業経済課にお申し込みください。（募集
要項・申込み用紙は町産業経済課にあります）
　応募者多数の場合は、公共的団体を優先するものとし、
出店数を調整させていただく場合がございます。あらかじ
めご了承ください。

【模擬店】
　場　所：役場庁舎前広場での模擬店
　出店料：１０００円

平成 27 年産　『つや姫』生産者募集
　生産集団（JA・米集組合など）または個人で市町を通じて申請してください。
▶募集期間／９月１日㈪ ～ 10 月 10 日㈮
▶提 出 先／町産業経済課　※申請様式は町産業経済課窓口にあります。
▶認定要件／認定に際しては、水田経営面積や栽培方法などの要件があります。　　　　　　
　その他詳しくは、お問い合わせください。
▶問合せ先／町産業経済課　☎�４４８０

【フリーマーケット】
　場　所：役場庁舎西側自転車置き場内
　出店料：無料　１家族様１店のみ

　▶申込・問合せ先／町産業経済課商工振興係　☎（52）２０１９　FAX（52）１５４３

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
用
地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
し
て
、
農

地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
17

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
以
下
の
と
お
り
農
用
地

等
の
借
受
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

１
応
募
方
法

農
用
地
等
の
借
受
希
望
者
の
募
集
・
受
付
は

町
産
業
経
済
課
窓
口
で
行
い
ま
す
。

申
込
用
紙
は
町
産
業
経
済
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
の
う
え
、
ご
提

出
く
だ
さ
い
。（
申
込
み
用
紙
は
、
後
述
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
）

２
募
集
期
間

平
成
26
年
９
月
10
日
㈬
～
平
成
26
年
10
月
10

日
㈮

※
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
借
受
け
が
で

き
る
の
は
応
募
者
の
み
4

4

で
す
。

※
今
回
の
募
集
が
今
年
度
最
終
4

4

と
な
り
ま
す
の

で
、
借
受
希
望
者
は
必
ず
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

３
募
集
区
域

　

募
集
の
対
象
と
な
る
区
域
は
、
町
内
全
域
で

す
。
借
受
希
望
区
域
が
他
市
町
村
の
場
合
は
、

当
該
市
町
村
に
申
込
み
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

４
申
込
み
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

応
募
い
た
だ
い
た
場
合
、
次
の
事
項
を
整
理

し
た
う
え
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
表
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
承
諾
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
氏
名
ま
た
は
名
称
（
法
人
・
組
織
の
場
合
）

②
募
集
対
象
区
域
内
の
農
業
者
か
否
か
の
別
、

新
規
就
農
の
別

③
借
受
け
を
希
望
す
る
農
用
地
の
種
別
、
面
積

④
借
受
け
た
農
用
地
等
に
作
付
し
よ
う
と
す
る

作
物
の
種
類

※
農
用
地
等
の
貸
付
先
の
決
定
に
あ
た
り
、
聞

き
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

▼
相
談
窓
口
・
問
合
せ
先
／

町
産
業
経
済
課
産
業
政
策
係

☎
�
１
８
２
７

公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　

☎
０
２
３（
６
３
１
）０
６
９
７

　

http://w
w

w.yam
agata-nogyo-sc.or.jp

▼
持
参
す
る
も
の

・
印
鑑
（
認
印
も
可
）

・
貸
付
け
し
た
い
農
地
が
田
の
場
合
、
土
地
改

良
区
の
賦
課
金
通
知
書
（
写
）

～
貸
付
希
望
者（
農
地
の
出
し
手
）の
申
込
み
は
農
業
委
員
会
が
窓
口
で
す
～

・
農
地
の
所
有
者
が
町
外
の
場
合
、
本
人
の
住

民
票
抄
本
１
通

▼
問
合
せ
先

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
�
４
４
７
９


